
「仲良く元気でいてね」

「笑顔の素敵な女の子になってね」
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かまくら  　さ  え

平成25年12月30日生
保護者/和幸・千越

鎌倉　彩笑ちゃん（西条）

かたおか 　こ  と

平成26年2月7日生
保護者/久直・あかり

　岡　来都ちゃん（寺村）
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年に聞いた
 今年の抱負！

《3》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《2》

◆ 特集 ◆ 仁淀川町の年男・年女に抱負を聞く

旭　重雄さん
安居土居　昭和18年生まれ

杉本　一男さん
別枝中村　大正８年生まれ

大野　孝美さん
五味谷 昭和30年生まれ

　岡　宗行さん
名野川　昭和18年生まれ

北原　由美さん
大崎　昭和42年生まれ

下方　洋平さん
東村上　昭和54年生まれ

井上　吉哲さん
高知市　昭和54年生まれ

西森　鶴亀さん
谷山　昭和６年生まれ

宗石　佑麻さん（池川パワージュニアーズ）
上土居第一　平成15年生まれ

竹内　尚実さん
坂本　昭和54年生まれ

　岡　あかりさん
寺村 昭和54年生まれ

山中　美幸さん
大屋　平成３年生まれ

大西　信雄さん
大板　平成３年生まれ

職場の同僚と一緒に！ 孫と一緒に！

片岡　裕雅さん
大崎　昭和42年生まれ

市川　昌明さん
上土居第三 昭和42年生まれ

大野　明日香さん
西条 平成３年生まれ

安井　美鈴さん
大植　平成３年生まれ

中越　盛惠さん
泉　昭和６年生まれ

三浦　利勝さん
用居　昭和18年生まれ

下
元
　
い
ず
み
さ
ん

日
鉄
宮
ケ
坪
　
昭
和
54
年
生
ま
れ

岡
林
　
美
香
さ
ん

上
土
居
第
三
　
昭
和
42
年
生
ま
れ

地
域
支
援
企
画
員

　
今
年
は
町
制
10
周
年
を
迎
え
る
重
要
な
１
年
と
な
り
ま
す
。

　
仁
淀
川
町
の
活
性
化
の
た
め
、
今
後
と
も
絶
大
な
る
ご
支
援
と
温
か
い

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
仁
淀
川
町
長

谷
　
凱
騎
く
ん

竹
ノ
谷
　
平
成
15
年
生
ま
れ

谷
　
眞
積
さ
ん

竹
ノ
谷
　
昭
和
18
年
生
ま
れ

取材にご協力いただき、ありがとうございました。



秋
の
叙
勲

神
楽
は
民
の
生
活
と
心
を
つ
な
ぐ
も
の

　だ
か
ら
こ
そ
守
り
続
け
た
い

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　11
月
３
日
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
令
さ

れ
、
仁
淀
川
町
で
は
、
長
山
孝
雄
さ
ん
が
瑞
宝

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章 

消
防
功
労 

長
山
孝
雄
さ
ん
（
76
歳 

狩
山
日
浦
）

　長
山
孝
雄
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
10
月
１
日
池

川
町
消
防
団
狩
山
分
団
に
入
団
以
来
、
41
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
献
身
的
に
消
防
活
動
に
精
励

さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
消
防
使
命
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

  

ま
た
、
豊
富
な
消
防
知
識
と
経
験
を
も
と
に
、

日
ご
ろ
か
ら
消
防
技
能
等
に
つ
い
て
団
員
へ
の

指
導
に
努
め
、
団
結
を
図
る
と
と
も
に
、
常
に

住
民
の
安
全
を
考
え
、
率
先
し
て
現

場
に
出
動
。
昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
・

救
助
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　消
防
と
は
、
勇
気
、
誇
り
、
そ
し

て
強
い
責
任
感
が
求
め
ら
れ
る
、
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
す
。

長
山
さ
ん
は
地
域
防
災
の
「
要
」
と

し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安

全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担

い
、
消
防
行
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

《5》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《4》

第９回 「仁淀川町中学生の主張」発表会
１１月１５日　池川コミュニティセンターで第９回「仁淀川町中学生の主張」（仁淀川町青少年健全育

成協議会主催）が開催されました。

　仁淀中学校・池川中学校から３人ずつの発表者が、自分の体験や学校生活、日頃感じ考えたことなど

について発表しました。聴講者の方々からは中学生たちの立派な発表に感心する声が聞かれました。

　また、６人の発表終了後には、池川中学校1年生による和太鼓発表が披露され、力強い太鼓の音が聴

講者の耳を引き付けていました。

【略歴】
 昭和３６年１０月 池川町消防団入団

 昭和５８年　５月 池川町消防団狩山分団

　　　　　　　　　班長

 平成　元年　６月 池川町消防団狩山分団

　　　　　　　　　副分団長

 平成　８年　９月 池川町消防団狩山分団

　　　　　　　　　分団長

 平成１１年　８月 池川町消防団副団長

 平成１５年　２月 退団

写
真
右
か
ら
大
野
侑
斗
さ
ん
、
黒
川
結
可
さ
ん
、
掛
水
優
花
さ
ん
、

谷
口
魁
さ
ん
、
西
森
佑
奈
さ
ん
、
大
野
さ
く
ら
さ
ん

「仁淀川町中学生の主張」発表者

■大野　侑斗（仁淀中１年）

　「自分の個性」

■黒川　結可（池川中１年）

　「続けることの意味」

■掛水　優花（仁淀中２年）

　「今、日本で起きていること」

■谷口　魁（池川中３年）

　「努力の先」

■西森　佑奈（仁淀中３年）

　「今を楽しむ」

■大野　さくら（池川中３年）

　「私の宝物」

〜
三
神
楽 

町
内
各
地
で
奉
納
〜

　古
く
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
神
楽
」
が
、
11

月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
各
地
域
で
奉
納
さ
れ
、
継
承
に
関

わ
る
人
た
ち
の
熱
心
な
舞
が
多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　町
内
に
は
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
池
川
神

楽
」
「
名
野
川
磐
門
神
楽
」
「
安
居
神
楽
」
が
あ
り
ま
す
。

神
楽
は
、
地
域
で
息
づ
い
て
き
た
「
先
祖
を
敬
う
心
」
「
感

謝
の
心
」
を
、
次
世
代
に
伝
え
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、

集
落
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　観
客
の
一
人
は
、
「
私
の
地
域
に
も
昔
は
伝
統
行
事
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
や
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

失
い
つ
つ
あ
る
良
き
伝
統
を
今
も
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で

い
る
「
神
楽
」
は
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
誇
り
う
る
文
化
で

す
ね
」
と
懐
か
し
む
よ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

伝達式で尾﨑正直高知県知事（左）より、表彰を受け、記念撮影

11/23　池川神楽　「四天の舞」

11/23　池川神楽「宮祓い」

12/８　安居神楽「鬼神の舞」

11/15　名野川磐門神楽「豊熟の舞」

11/15　名野川磐門神楽　「四天の舞」 12/８　安居神楽　「二天の舞」

し てん

みやはら

き しん

ほうじゅく

し てん に てん

ゆう と

ゆう か

ゆう か

かい

ゆ　な

た

か

　
お
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　昨年５月に東京都で「笹川良一杯」第２９回全国選抜ゲートボール大会（日本ゲ

ートボール連合主催）が開催され、シニア女子クラス(６５歳以上)の部に　岡利恵

子さんが高知県選抜チーム「高知レディース」で出場し、全国最大規模の大会で見

事初優勝の快挙を成し遂げました。

　総勢４８チームによる予選が行われたシニアの部で、「高知レディース」は順調

に勝利を重ね、予選を突破して決勝トーナメントに進出しました。最大の山場は２

回戦の徳島チームとの対戦。ゲートを狙うも序盤から敵に球をはじかれ、相手にペ

ースをにぎられる苦しい展開の連続。しかし、我慢を重ねながら粘り強くチーム一

丸となってゲートを狙い続けました。試合

時間３０分の後半、好ショットも飛び出し

徐々に流れを引き寄せ、１７対１３と逆転

勝ち。決勝戦では、勢いそのままに３年前の覇者、埼玉チームに勝

利しました。

　この快挙に　岡さんは「全国の強豪チームの選手らと全力で戦え

たことが楽しかったです。この大会を通じて、改めて奥の深いスポ

ーツだと実感しました。ゲートボールは自分にとって生きがいです

ね」と、仲間とのゲートボールを心底楽しんでいるようでした。

　今日も町内の練習場では、練習に励む愛好家らのボールを打つ快

音と元気な笑い声が響いています。

ゲートボール女子　全国初優勝

　岡利恵子さん (名野川) が高知県選抜で出場
災害に強い地域を目指して
大崎地区で防災訓練を開催

メダルを授与され、仲間と記念撮影する

　岡利恵子さん（左から２番目）
消火器による初期消火の

講習の様子

大会の様子（観光センター運動広場）

１２月６日　大崎地区主催の防災訓練が旧吾川中学校体

育館で行われ、大崎地区の住民や女性防火クラブ、高吾

北消防署員ら約８０人が参加しました。

　自然災害が頻発している今、いや応なしに防災意識は

高まっています。今回は、地域のつながりをさらに深め

ることを目的に、炊き出しや初期消火の講習などを行い

ました。また、参加者全員によるバケツリレーで消火訓

練を行うなど、地域の連帯感を高めました。

　訓練終了後の挨拶で、大崎地区長の吉村裕司さんは、１１月２２

日に長野県北部で発生した地震の話を交えながら「白馬村堀之内地

区は、倒壊した家屋の下敷きになる人が

相次ぎましたが、住民同士の助け合いに

よって奇跡的に一人の死者も出ませんで

した。それは地域住民の強い絆と助け合

いの精神が被害の拡大を防いだのです。

災害が起こってもみんなで助け合い、命

を守りましょう。この大崎地区でもやれ

ばできます。みんなでやりましょう」と

決意を新たに参加者に話していました。

１２月７日　第１０回高知りょうまライオンズクラブ杯

高知県少年柔道大会が開催され、仁淀柔道スポーツ少年

団の選手が出場しました。

　個人の部では、６年女子の部で、西森胡美さんが準優

勝を果たしました。４年男子の部では、片岡獅童君が惜

しくも準々決勝で敗れるも、谷脇弦起君が４試合を勝ち

抜き、２年連続で見事優勝を飾りました。

高知県少年柔道大会個人男子の部

谷脇弦起君（別府小４年）が連覇達成

１１月３０日　第７回さくらクラブ吾川杯ジュニアソフトボール

大会が観光センター運動広場で開催されました。

  選手たちは、駆けつけた保護者らの声援を受け、互いに声を掛

け合いながら競技を楽しんでいました。

　３チームによる総当たり戦を行い、１勝１敗で大崎・池川ジュ

ニアが準優勝を果たしました。大会の結果は下記のとおりです。

さくらクラブ吾川杯ソフトボール大会

大崎・池川ジュニアが準優勝防災とボランティア週間
■問い合わせ　 高吾北消防本部　☎２６－２１１１　　仁淀川分署 　☎３５－００１７

日
々
練
習
に
励
む

　岡
利
恵
子
さ
ん

■大会結果　優勝  尾川子ども会 　準優勝  大崎・池川ジュニア 　第３位  仁淀スポーツ少年団

毛布を使った担架作りの様子

参
加
者
全
員
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

　平成７年１月１７日に発生した阪神・

淡路大震災を契機に創設された「防災と

ボランティア週間」は、災害時における

自主的な防災活動やボランティア活動の

認識を深めるとともに、災害への充実強

化を図ることを目的としています。

  毎年、阪神・淡路大震災が発生した１

月１７日が「防災

とボランティアの

日」、１月１５日

から１月２１日ま

でが「防災とボラ

ンティア週間」と

定められています。

防災とボランティア週間について 防災ボランティアとは

　「防災」とは、「災害を未然に防止し、災害が発生し

た場合における被害の拡大を防ぎ、および災害の復旧を

図ること」をいいます。

　まずは「興味を持ち」「知ること」そして「身近でで

きるところ」からはじめることが大事です。被災地で活

動したり、募金や救援物資の援助活動なども立派なボラ

ンティア活動ですが、平時の予防や訓練、

防災意識の啓発など、防災ボランティア

には、さまざまな参加のしかたがありま

す。

　清掃活動や児童への挨拶活動など簡単

に始められるものから始めてみません

か？普段から地域で心がけ新しい『共

助』の形を作り、『地域の防災力』を高

める活動にぜひ参加をお願いします。

げ ん  き

し どう

もも か
■３年女子 第３位 大窪ゆな　■４年男子 優勝 谷脇弦起

■５年女子 第３位 村山桃香　■６年女子 準優勝 西森胡美

大
健
闘
し
た
仁
淀
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
選
手



雄大な眺めを
楽しみながらの昼食は格別です

《9》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《8》

ＴＵＮＡＧＵ（繋ぐ）パートナーシップ事業氷の滝鑑賞＆
　　　　しし鍋満喫ツアー

１２月２日　町食生活改善推進協議会（加藤良子会長）

主催による「ＴＵＮＡＧＵ（繋ぐ）パートナーシップ事

業」が、仁淀川町高齢者生活福祉センターなごみの里で

開催され、地域住民ら約４０人が参加しました。

　昨年は仁淀川町コミュニティセンターで実施しており、

今回で第２回目となるこの事業は、食を通じた地域の繋

がりを築き、地域ぐるみで一体となって町内の健康寿命

を延ばすことを目的としています。

　当日は、食生活改善推進員が講師となり生活習慣病予

防に関する講議や、うす味を意識した減塩料理の調理実

習と試食を行いました。その後、最近話題となっている

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を予防する

ため、日常生活の中で簡単に行えるトレーニングを約

30分かけて行い、心地よい汗を流していました。

　事業後の挨拶では、加藤会長が「皆さんが病気になっ

てからでは遅いので、食生活改善推進員はその予防の手

助けとなれるよう日々の活動や啓発を行っています。今

後は推進員が各家庭を訪問し、みそ汁の塩分濃度の測定

を予定していますので、ご近所へお声掛けをしていただ

ければ幸いです」と参加者へ事業の理解と協力を呼びか

けました。

　みそ汁の塩分濃度は0.8％程度が良いとされてい

ます。塩分をとりすぎると血圧が高くなり、その状

態が続くと、「脳卒中」「心筋梗塞」「腎不全」な

どの要因になります。高血圧予防の食事のカギは、

うす味でもおいしく、素材のもち味を生かし、天然

だしを使ったほんとうの味で食べることです。

　ご家族とご自身の健康のために、うす味・具だく

さんを心がけるようにしてください。

受講者が持参した
　　　みそ汁の塩分濃度の測定結果

秋葉祭り本番に向け長者小学校で

初の合同の『ならし』を開催します

生活習慣病予防に関する講議の様子

圧
巻
の
光
景
に
感
激
！
（
昨
年
の
様
子
）

調理実習の様子

○うす味（0.4～0.7％）　４５％

○標　準（0.8～1.1％）　４５％

○濃い味（1.2％～ ）　　１０％

〇塩分測定への
　　　　ご協力をお願いします
　町食生活改善推進協議

会では、推進員が家庭を

訪問し、生活習慣病予防

の啓発活動として、みそ

汁の塩分測定などを行い

ますので、皆さまのご理

解とご協力をお願いします。

　■活動期間　１月～２月末まで

　■内　　容

　　みそ汁の塩分濃度の測定、生活習慣病

　　予防のリーフレット配布

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とは
　老化などで骨や関節、筋肉に動きを伝える神経が衰えて「立つ」「歩く」といった日常動作が困

難になることを、ロコモティブシンドローム（通称ロコモ）と言います。

　初期症状は４０代から出始めると言われていますので、若いうちから運動習慣を身につけ、ロコ

モ予防を心がけましょう。

　□日　　時　平成２７年１月２４日（土）

　□集合場所　山村自然楽校「しもなの郷」

　□集合時間　午前８時３０分

　□定　　員　各コース１５名程度

　□申込方法　☎・　またはEメールで申し込みください

　□参 加 費　①１泊コース8,500円/人（昼食のお弁当、夕食

　　　　　　　 〈シシ鍋付〉、朝食）

　　　　　　　②日帰りコース2,000円/人（昼食のお弁当付）

　□申込締切　１月１９日（月）(定員になり次第締め切り)　　

　□問い合わせ　山村自然楽校「しもなの郷」

　　　　　　　　☎＆　０８８９－３６－０００５

　　　　　　　　Eメール：shimona23@sea.plala.or.jp

　□そ の 他　天候や氷の状況により中止することもあります

　練りの練習を「ならし」と言います。この合同のならし

は、他の組の完成度を見る場でもあり、普段ならしを見に

行けない保護者やおじいちゃん、おばあちゃんに子どもた

ちの練習風景を見てもらう貴重な場です。

　今年初めて長者で開催しますので、ぜひご覧ください。

■開催日　１月３１日（土）９時～１５時３０分　■開催場所　長者小学校（※雨天中止）

昨年の様子(別府小学校)

車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

今年も開催します！
「高知家の食卓」県民総選挙2015
　県民の皆さまがお薦めする飲食店とメニ

ューを県民自らの投票で選ぶ「高知家の食

卓」県民総選挙を今年も開催します。

　投票用紙は『さんSUN高知』２月号に掲

載。投票箱は本庁、池川、仁淀両総合支所

に設置しています。（はがきでの郵送も可

能です）

　詳しくは、来月配布する高知県広報誌

『さんSUN高知』２月号をご覧ください。

問い合わせ

　仁淀川町役場産業建設課　☎３５－１０８８

　池川総合支所地域振興課　☎３4－２１１４

　仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１３
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　あけましておめでとうございます。

　年も明け、新たな気持ちで一日一日を過ごされているかと思いますが、始まった

のは新年ばかりではありません。そう、恐ろしいノロウイルスのシーズンです…。

　１２月～３月にかけて流行するノロウイルス。感染力が高く、特に高齢者や乳

幼児はかかりやすく、重症化しやすいので注意が必要です。

①しっかり手洗い！
　流水と石けんでしっかりとウ

イルスを洗い流すことで、感染

を予防できます。特に食事前、

トイレの後、調理前後は十分に

洗いましょう。蛇口を洗い流し

たり、タオルをこまめに取りか

えることも大切です。

①上手に水分補給
　がぶ飲みはかえって嘔吐下痢が悪化

することがあります。常温のスポーツ

ドリンクや湯冷ましを口に含む程度、

少しずつ何回かに分けて水分補給する

ようにしましょう。

②密封して捨てる
　オムツや衣服、ティッシュペーパーなどの汚れた部分

が乾燥し、ウイルスが空気中に広がることがあるので、

袋に密封して捨てるように注意しましょう。吐しゃ物や

便などウイルスが付いた汚れ物を片付ける際は、手袋と

マスクを必ず着け、換気をしましょう。

②しっかり加熱！
　食品からの感染の多くは、

「生食」や「加熱不十分」であ

ることが原因です。85℃以上

の温度で1分

以上を目安に

食品の中心ま

で加熱すれば、

感染リスクは

大きく減りま

す。

③しっかり消毒！
　加熱できる物は熱湯消毒を行

い、汚れた場所は、塩素系漂白

剤を水で薄めた消毒液にペーパ

ータオル・雑巾などを浸し、し

っかり拭きましょう。

予防しよう！ノロウイルス！

広報によど川 1月号 《10》

歯っぴいスマイル歯っぴいスマイル
は

～むし歯ゼロの3歳児～

高萩　丈くん
（下川渡下）

林　希旺くん
（下土居）

甫木元　瑛太くん
（岩丸）

藤原　杏実ちゃん
（田村）

澤村　零くん
（西古城山）

片岡　秋くん
（西条）

中島　唯ちゃん
（大崎）

曽我部　葵ちゃん
（川口）

じょう の　あ えい た あ　み

れい しゅう ゆい あおい

山中　悠維くん
（下土居）

西村　唯ちゃん
（寺野）

掛水　流輝くん
（正ノ石）

鎌倉　晴音ちゃん
（西条）

ゆう い ゆい る　き はる ね

　昨年１０月３０日の３歳児健診で、むし歯のなかった元気なお子さんを紹介します。これからも
ピカピカの歯を守ってね！

予防のための３つのポイント

 1月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

２９日(木) 助産師のお話 (13:30～15:00)▲

場所は子育て支援センターホール内
　ひまわり広場です
■問い合わせ

　仁淀川町地域子育て支援センター  (仁淀川町大崎200)　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？
より良い環境で子育てができるように支援をします。

「まったりタイム」を一緒に過ごしましょう♪

ノロウイルスには「人から人への感染」と「食品からの感染」があります。

そこで重要なのが①手洗い、②加熱、③消毒です。

◆消毒液の作り方◆

　■原液の濃度が５%の場合（ハイター、ブリーチなど）

　　水５ℓに原液２０ml（漂白剤のキャップ1 杯）を混ぜる。

※注意

・消毒液を作る際や使う際は必ず手袋・マスクを着け、換気を行ってください。

・消毒液の作り置きはしないでください。

・使用した場所は１０分程度時間を置き、その後水で十分に二度拭きをしてください。

◆もし自分や家族が感染したら？

　ノロウイルスにかかると、嘔吐や下痢によって脱水症状になりがちです。また、回りへの二次感染も

注意が必要です。

　ノロウイルスに限らず、さまざまな感染症が流行しやすいこの季節。しっかり予防して今年も健康に

お過ごしください。

【助産師のお話】

○子どもの心身の発達や育児につい

て情報が得られ、安心して子育て

ができます♪



ご存じですか！
パートタイム労働法

Ｑ＆Ａ
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■■■お知らせコーナー■■■

　
今
冬
、
四
国
電
力
管
内
で

は
、
厳
冬
と
な
る
こ
と
を
想
定

し
た
上
で
、
瞬
間
的
な
需
要
変

動
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
予
備
率
３
％
を
確
保
で

き
る
予
定
で
す
が
、
大
規
模
な

発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
、
安
定
供
給
が
で
き
な

い
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
政
府
は
、
平
成
26
年

12
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
平
日
（
12
月
29
日

〜
31
日
お
よ
び
１
月
２
日
を
除

く
）
、
９
時
〜
21
時
ま
で
の

間
、
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
節
電
に
つ
い
て
は
、
数
値
目

標
は
設
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・冬
の
節
電
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　建
退
共
制
度

交
通
事
故
被
害
者
の

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

有
害
鳥
獣
対
策
用

侵
入
防
止
柵
の

無
料
配
布
に
つ
い
て

節
電
を
お
願
い
す
る
期
間
・
時

間
帯
に
お
い
て
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
の
節
電
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
節
電
メ
ニ
ュ
ー
等
、

節
電
に
関
す
る
情
報
は
四
国
産

業
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
政
府

の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
節

電
.
g
o
.
j
p
」
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
四
国
経
済
産
業
局

U
R
L
:http://shikoku

.m
eti.go.jp/

■
節
電
.
g
o
.
j
p

U
R
L
:h
ttp
:/se
tsu
d
e
n
.g
o
.jp

　
仁
淀
川
町
鳥
獣
害
防
止
対
策

協
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度
に

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
イ

ノ
シ
シ
や
サ
ル
対
策
用
の
侵
入

防
止
柵
（
電
気
柵
、
ネ
ッ
ト

柵
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
）

の
無
料
配
布
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
に
よ
る

農
作
物
被
害
が
発
生
し
て
い
る

集
落
で
集
落
単
位
で
の
申
込
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
配
布
を
希
望
さ
れ
る
集
落
は

下
記
の
項
目
に
注
意
し
て
い
た

だ
き
、
区
長
を
通
じ
て
役
場
産

業
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

○
配
布
さ
れ
た
柵
は
自
力
で
設

置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
条

件
で
す
（
納
品
業
者
に
よ
る

設
置
講
習
会
を
開
催
予
定
）
。

○
国
の
補
助
事
業
で
あ
る
た

め
、
対
象
場
所
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。

○
要
望
多
数
の
場
合
は
、
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
配
布
は
平
成
27
年
10
月
頃
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
受
付
期
間

　
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
川
町
鳥
獣
害
防
止
対
策

　
協
議
会
事
務
局
（
役
場
産
業

　
建
設
課
内
）

　
☎
３
５
・
１
０
８
３

　

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
（
N
A
S
V
A
）
で

は
、
育
成
資
金
の
貸
付
や
介
護

料
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
育
成
資
金
の
貸
付
】

  

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護

者
が
亡
く
な
っ
た
り
、
重
度
の

後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ

た
家
庭
（
生
活
困
窮
家
庭
）
の

児
童
を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業

ま
で
の
間
、
無
利
子
で
育
成
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

◆
貸
付
金
額

　

・
一
時
金
15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中
毎
月
２
万
円

・
入
学
支
度
金
４
万
４
千
円

【
介
護
料
の
請
求
】

　
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
り
、
介
護
が

必
要
な
方
に
障
害
の
程
度
に
あ

わ
せ
て
支
給
し
ま
す
。

◆
金
額

　
月
額
約
３
万
円
〜
13
万
円

【
友
の
会
入
会
】

　
育
成
資
金
の
貸
付
・
介
護
料

の
支
給
に
該
当
さ
れ
た
世
帯
を

友
の
会
活
動
や
交
流
会
に
ご
招

待
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

  

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

　
対
策
機
構

　
☎
０
８
８
・
８
３
１
・
１
８
１
７

　
日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
参
加
費
と
し
て
９
万

円
。
５
年
を
経
過
し
た
方
（
平

成
20
年
以
前
参
加
者
）
は
、
応

募
で
き
ま
す
。

　
日
程
等
の
詳
細
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

▲イノシシ用ワイヤーメッシュ柵

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
学
部
の
入
学
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

大
学
院
で
も
30
人
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

○
第
１
回

　
12
月
１
日
〜
２
月
28
日

○
第
２
回
　

　
３
月
１
日
〜
３
月
20
日

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

高
知
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学

　
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８
・
８
４
３
・
４
８
６
４

　
建
退
共
制
度
は
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方

々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

■
加
入
対
象
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金

　
日
額
３
１
０
円

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

建
退
共
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
建
退
共
高
知
支
部

　
☎
０
８
８
・
８
２
２
・
６
１
８
１

Ｑ平成２７年４月１

日から、改正パートタ

イム労働法が施行され

ますが、パートタイム

労働者からの相談に対

応するための体制整備

の事業主義務とはどの

ようなことですか？

Ａ① 事業主は、パートタイム労働者
からの相談に応じ、適切に対応するた

めの体制を整備しなければなりません。

そのため、相談担当者を決めて対応さ

せる、または事業主自身が相談担当者

となり、対応しなければなりません。

Ａ② 相談窓口の周知。パートタイム
労働者を雇い入れたときに、事業主が

文書の交付などにより明示しなければ

ならない事項に「相談窓口」が追加さ

れます。

　今まで義務となっていた、昇給の有

無・賞与の有無・退職手当の有無の明

示に加え、相談窓口（相談担当者の氏

名・役職、相談担当部署など）の明示

をしなければなりません。

■問い合わせ　

　高知労働局　雇用均等室

　☎０８８－８８５－６０４１



広報によど川 1月号 《14》《15》 広報によど川 1月号

『2015年農林業センサス』が実施されます
～ 統計調査にご協力ください ～

大渡ダムの『流木』さしあげます

　平成２７年２月１日現在で、全国一斉に“農林業

の国勢調査”といわれる「２０１５年農林業センサ

ス」が実施されます。

　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるため

に５年ごとに実施される極めて大切な調査です。

　平成２７年１月下旬から農林業を営んでいる皆さ

まのところに調査員が訪問して、調査票に農林業の

経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力を

お願いします。

国
民
年
金
だ
よ
り

新
成
人
の
み
な
さ
ん 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

　
　
　
　

  

20
歳
に
な
っ
た
ら『
国
民
年
金
』

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
西
年
金
事
務
所  

☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

　国内に居住する２０歳以上６０歳未満のすべての人は国民年金に加入

し、国民年金の保険料を納めることになります。

■国民年金（基礎年金）３つのメリット

　①老後を支えます → 老齢基礎年金

　②病気やけがで障害の状態になった時に支えます → 障害基礎年金

　③加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます→ 遺族基礎年金

■世代と世代の支え合いの仲間入り

　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担すると

いう「世代と世代の支え合い」が基本です。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」(学生の

み）、「若年者納付猶予制度」(３０歳未満)などの保険料納付猶予制度があります。

★「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、

国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等

学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）

一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

★「若年者納付猶予制度」

　学生でない３０歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、

国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期

間に算入されますが、年金額には反映されません。しかし、収入を得られるよ

うになり保険料の納付が可能となった時に「追納制度」をご利用いただければ、

将来受け取る年金を増額することができます。

 大渡ダム管理所では、今夏の台風による出水の際、

貯水池（茶霧湖）に流れ込んできた流木などを陸上へ

引き上げ、プラスチックや空き缶などの不燃物と、木

や枝といった流木に分別を行いました。

　分別した流木の内、小割りした流木は地域住民の皆

さまに有効活用していただくことで、処分費の軽減に

もつながります。仮置き場所に一定期間置きますので、

ご自由にお持ち帰りください。

■配布物　流木（枝、幹）

■配布開始日　１月８日～（※無くなり次第、終了します）

■注意事項

・積み込み、運搬（持ち帰り）は各自でお願いします。

・流木は１ｍから２ｍの長さに切っています。仮置き

場での小割り・切断などは控えてください。

【流木仮置き場所位置図】

■問い合わせ

　国土交通省四国地方整備局

　大渡ダム管理所　☎３２－２１２０

■問い合わせ

　仁淀川町役場企画課

　☎３５－１０８２　

　池川総合支所住民課 

　☎３４－２１１１

　仁淀総合支所住民課 

　☎３２－１１１１

平
成
27
年

　
２
月
１
日
実
施

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０

※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

※申し込み用紙は、佐川警察署内交通安全協会・役場総務課・

分会長が用意しています。必要事項にご記入の上、お申し込

みください。また、申請時に無事故無違反証明書代 (６３０円) 

が必要です

※提出期限は、１月末までにお願いします

◇申し込み・問い合わせ◇

　交通安全協会佐川支部　　　☎２２－０１１０　　大崎分会長　吉村　裕司　☎３５－０６５５

　名野川分会長　竹内　博　　☎３６－０１５０　　池川分会長　三浦　利勝　☎３４－６３１４

　橘分会長　　　竹本　光則　☎３６－０２７６　　仁淀分会長　大野　直孝　☎３２－１０２０ 

　長者分会長　　高橋　幸生　☎３２－１７３０

◆表彰の種類および基準 (下記の資格を満たし、他の運転者の模範となる方)

優良交通関係表彰を募集
　交通安全協会では会員を対象に、無事故無違反の方を表彰しています。

自薦・他薦は問いませんので、ふるってご応募ください。
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《17》 広報によど川 1月号 広報によど川 1月号 《16》

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　私たち教育研究所の最も大事な役割は、学校と共

に、町の教育課題の解決・改善に寄与することです。

　報道等でも度々取り上げられますが、本県教育の

現状から、いちばんの課題とされるのが学力問題で

す。本町でも同様で、それが学校の生命線だけに、

ワンランクアップをどう図るか、それこそ教育関係

者が一丸となった取り組みが求められています。も

ちろん、心の教育や体力づくり、安全確保等々の課

題にも、キチッと向き合っていかなければならない

のは言うまでもないことです。

　そこで、まずは現状認識と改善に向けての手立てです。一昨年９月の『学力向上緊急対策会議』に続

き同年末の『全体研修会』、昨年４月１日の『教職員・教委合同研修会』を通して課題を共有し、全員

が同じ方向に、足並みを揃えて取り組む態勢を整えました。一方で、『平成２６年度仁淀川町教育目

標』を設け、この中では知・徳・体の領域ごとに、合わせて１５の課題を洗い出し、それぞれに対応し

て、同じく１５の目標達成の指標を数値で掲げています。そして、取り組みの進捗を把握し、成果を検

証していく目的で『学力向上プロジェクトチーム』も立ち上げました。

本町の教育課題《学力向上》をめざして①

あけましておめでとうございます

地域おこし協力隊がゆく

　昨年１０月に仁淀川町に来て、早３ヵ月が経ちました。

　東京では隣近所にどんな人が住んでいるかもわからず、すれ違って

も挨拶をかわさない環境でした。こちらに来てからは、近所の方々と

挨拶をかわしたり、何かイベントがあれば声をかけていただいたり、

野菜をいただいたりと、人の温かさを感じながら過ごすことができて

います。いろんな方に出会い、ときにはお酒を酌み交わしながら話を

し、楽しく勉強させてもらっています。皆さま本当にありがとうござ

います。本年もよろしくお願いします。

　今はまだ具体的な活動には至っていませんが、町を知るために町内

を回ったり、イベントの手伝いをしたり、行事に参加したりしていま

す。１１月には長者のキャンドルナイトの手伝い、池川の移住交流拠点施設

（旧自然学園）での講演会準備などを行いました。また、吾川地区の文旦の

園めぐりにも参加させていただきました。北海道には柑

橘類の木が無いので、大きな文旦がたわわに実っている

のはとてもワクワクする光景でした。

　町外に出て地域おこしについての講演会や研修会など

にも参加し、見聞を広めています。何か仁淀川町にとっ

てプラスになることはないかと考えています。

　今年からは仁淀川町で何をすべきか、本格的に考えて

活動していくことになります。体調に気をつけて元気に

過ごしたいと思います。皆さまも風邪などひかぬようお

過ごしください。

お　ばら　のり　こ

～今月は小原紀子隊員～
日
曜
市
の
売
り
出
し
に
、
類
さ
ん
（
パ
ネ
ル
）
と
初
参
加

空
を
埋
め
尽
く
す
程
に
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
文
旦

山
里
を
包
む
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光

『
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
』

　の
学
校
訪
問
（
８
月
）

＊どんど焼き・案内
平成２７年２月８日 (日曜) 午後２時から

場所：仁淀川町大崎３３　長生教神社境内

＊葬儀、先祖祀り、永代供養墓碑管理

＊毎月例祭：第2日曜日午前11時～午後１時

長生教　☎0889-20-2003

広 告
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芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 1月号 《18》《19》 広報によど川 1月号

仁
淀
俳
壇

　
　
　
　
　
　
　片
岡

　稔
和

師
足
く
る
あ
れ
こ
れ
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　手
帖
繰
り

　
　
　
　
　
　
　松
岡

　豊
子

屈
む
背
を
伸
ば
す
も
運
動

　
　
　
　
　
　
　ふ
と
ん
干
す

　
　
　
　
　
　
　田
村

　大
陸

冬
日
照
る
五
重
の
塔
も
竹
林
寺

　
　
　
　
　
　
　植
田

　秋
恵

明
日
は
明
日
今
を
大
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　十
二
月

　
　
　
　
　
　
　川
上

　純
子

掛
け
暦
凛
と
今
年
を

　
　
　
　
　
　
　仕
舞
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　吉
田
豊
之
祐

木
枯
し
一
波
池
に
土
産
を

　
　
　
　
　
　
　落
と
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　市
川

　千
秋

余
生
ま
だ
夢
多
か
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　年
暮
る
る

　
　
　
　
　
　
　堀
部

　貞
子

大
根
の
石
に
出
合
い
て

　
　
　
　
　
　
　へ
そ
ま
が
り

　
　
　
　
　
　
　古
味

　幸
子

杣
の
家
の
日
和
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　西
森

　今
子

老
体
に
迎
え
る
感
謝
の
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　古
味

　孝
子

ピ
ラ
カ
ン
サ
今
を
盛
り
に

　
　
　
　
　
　
　身
を
焦
が
し

　
　
　
　
　
　
　田
村

　千
草

夕
鵙
や
一
灯
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　足
る
暮
ら
し

藪
柑
子
句
会

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

独
り
の
み
の
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　紅
葉
狩

　
　
　
　
　
　
　井
上

　美
智

ミ
レ
ー
の
絵
思
い
出
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　麦
を
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　片
岡
代
美
子

新
し
き
眼
鏡
の
顔
や
濃
龍
胆

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　幸
恵

花
石
蕗
や
蟠
蛇
の
嶺
の
登
り
口

　
　
　
　
　
　
　上
岡

　利
寿

手
間
甲
斐
と
い
う
里
言
葉

　
　
　
　
　
　
　柚
子
し
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　尾
崎
マ
チ
エ

リ
ュ
ッ
ク
背
に
遠
廻
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　紅
葉
狩

　
　
　
　
　
　
　高
橋

　房
子

青
首
を
夫
ま
っ
ず
ぐ
に

　
　
　
　
　
　
　
　天
に
ぬ
く

　
　
　
　
　
　
　小
崎

　千
恵

立
冬
や
「
村
の
駅
」
て
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幟
旗

　
　
　
　
　
　
　藤
原
多
津
子

唐
棹
の
音
に
亡
き
母
偲
び
お
り

　
　
　
　
　
　
　隅
田

　邦
子

フ
ジ
バ
カ
マ
夢
膨
ら
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　株
植
え
る

　
　
　
　
　
　
　西
尾
美
千
恵

晩
秋
の
雲
き
れ
ぎ
れ
に
旅
の
朝

　
　
　
　
　
　
　片
岡
と
く
ぞ
う

老
木
の
国
道
銀
杏
色
づ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉
い
ち
い
ち

大
根
漬
水
を
気
遣
ふ
一
日
か
な

投
稿

俳
句　

　
　
　
　
　
　井
上
カ
メ
コ

初
春
の
光
仰
い
で
富
士
の
夢

　
　
　
　
　
　
　山
本

　芳
邦

日
浦
橋
し
ぐ
れ
の
あ
と
の

　
　
　
　
　
　
　さ
さ
に
ご
り

　
　
　
　
　
　
　掛
水

　春
子

年
明
け
だ
傘
寿
に
な
る
よ

　
　
　
　
　
　
　ボ
ケ
な
や
ね

　
　
　
　
　
　
　井
上
一
明

濡
れ
縁
わ
客
来
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　鎌
倉

　信
夫

寒
さ
く
る
銀
杏
紅
葉
や

　
　
　
　
　
　
　
　色
ま
ま
す

短
歌　

　
　
　
　
　
　中
越

　勝
子

ま
ね
ご
と
の

　
　百
姓
で
も
分
り
し
や

　
　
　
　親
・
先
人
の

　
　
　
　
　苦
労
・
偉
さ
か
な

仁淀川町行事カレンダー（1月・2月）……… ………

Winterコンサート
(仁淀多目的集会施設14:00〜)

く

ば
ん 

だ

か
ら
ざ
お

き 

づ
か

ひ
と 

ひ

い
て 

う 

も
み
じ

み
ね

つ
ま

の
ぼ
り
ば
た

て

　ま

　が

　い

こ 

り
ん
ど
う

ご
寄
付
の
お
礼

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　寄
付
金

　前
岡

　雅
章 

様(

多
度
津
町)

　矢
野

　美
穂 

様(

高
知
市)

　山
中
ト
シ
子 

様(

見
ノ
越)

　木
下

　友
和 

様(

豊
能
町)

　李

　
　政
秀 

様(

羽
島
市)

　遠
藤

　洋
路 

様(

東
京
都)

　馬
場

　寛
秀 

様(

高
知
市)

◇
広
報
寄
付
金

　西
森

　和
友 

様 (

福
山
市)

　大
菊

　敏
清 

様 (

高
知
市)

　伊
藤
和
壽
子 

様 (

高
知
市)

　藤
﨑
富
士
登 

様 (

田
村)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発
行

に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   

　
　仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　掛
水

　善
幸 

様(

大
阪
市)

　山
中
ト
シ
子 

様(

見
ノ
越)

　鈴
木

　

  

實 

様(

上
土
居
第
三)

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

    

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

広 告

新春のお慶びを申し上げます
本年もよろしくお願い申し上げます

仁淀川町大崎444-1（JAコスモス吾川支所前）

電　話　0889-20-2026

ＦＡＸ　0889-20-2027

司法書士法人

フレンズ
司法書士　岡 村 敬 造

　土地・建物売買登記、生前贈与登記、相続

登記、商業登記、法人登記、債務整理、自己

破産、裁判に関する手続き等に、司法書士を

ご活用ください。
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広報によど川 1月号 《20》《21》 広報によど川 1月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「ぽんじゃらす・全身マッサージ 60 分コ

ース」を 1名様、「1,000 円」クーポン 5名

様に。（当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成26年12月1日現在

  人　口6,157人   （-23）

  　  男　2,874人　　　　　 

  　  女　3,283人　　　　　 

 　  世帯数3,259世帯  （-6）    

11月中の届出

転入  4人　 転出11人

出生  1人　 死亡17人

（　）内は前月比

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 「

ぽ
ん
じ
ゃ
ら
す・全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　 

60
分
コ
ー
ス
」を
1
名
様
に
！

　
　「
１
，０
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
」を
５
名
様
に
！

 

今
月
の
賞
品
は
、
「
タ
イ
古

式
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ぽ
ん
じ
ゃ
ら

す
」
提
供
の
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ

60
分
コ
ー
ス
と
、
ど
の
コ
ー
ス

で
も
使
え
る
１
，
０
０
０
円
割

引
ク
ー
ポ
ン
で
す
。

  

足
の
裏
か
ら
適
度
な
刺
激
を

与
え
な
が
ら
全
身
へ
と
施
術
し

て
い
き
ま
す
。
寒
い
季
節
だ
か

ら
こ
そ
血
行
促
進
、
自
然
治
癒

力
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。
も
み

か
え
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。
癒
や

し
効
果
も
抜
群
で
す
。

ほほえみの国タイに伝わる伝統マッサージ。

体を流れるエネルギーラインを指や肘、膝、足底で刺激して、

全身をほぐしていきます。「気持ちいい！」「最高！」の声が

続々。出かけるのは都合が悪いという方のためには、出張もし

ていて、喜んでいただいております。

ぜひ一度お気軽にお試しください。

『今年もよろしくお願いします』

心も身体もゆったりリラックス！
出張サービス大好評

　営業時間 　１０時～２０時

　全身コース ６０分 ４０００円～ 

　足裏コース ４０分 ３５００円～

　※お待たせすることのないよう、

　　お電話にてご予約をお願いします。

タイ古式マッサージ   ぽんじゃらす
　仁淀川町川口３７－３(交差点すぐ)

　【お問い合わせ・ご予約】

　☎０８０－３９２９－００３９

　お電話をお待ちしてます。

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成27年1月1日発行（No.114）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　大蛮が抱き上げると大泣きを
する子どもがいて、会場を大いに
盛り上げました。抱き上げてもら
った子どもは、病気をせず元気
に育つといわれています。
（池川神社　11月23日撮影）

第114回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　1/20（火）必着表

紙
の
写
真

ジ
ヨ
ヤ
ノ
カ
ネ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　土
佐
の
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ

て
お
り
、
毎
年
2
月
11
日
（
建
国
記
念

の
日
）
に
華
麗
な
練
り
が
行
わ
れ
ま
す

2  

客
車
、
貨
車
な
ど
を
牽
引
し
て
線
路
上

を
運
転
す
る
動
力
車
両

3  

性
格
や
気
分
が
の
ん
び
り
と
し
て
い
る

こ
と

4

　地
震
の
際
の
揺
れ
を
計
測
す
る
機
器

5  

盛
ん
に
声
や
物
音
が
し
て
う
る
さ
い
。

そ
う
ぞ
う
し
い

6

　正
統
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と

13

　人
生
の
意
味
や
価
値
な
ど
、
人
の
生
を

鼓
舞
し
、
そ
の
人
の
生
を
根
拠
づ
け
る

も
の
を
広
く
指
す

16

　人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
を
主
体
と
し
た
演

劇
や
映
画

17

　わ
ざ
と
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
気
持
ち

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　秋
の
季
節
に
行
う
祭
り
。
神
を
祭
る
こ

と

7  

政
党
や
団
体
が
そ
の
政
策
・
方
針
・
活

動
内
容
な
ど
を
発
表
・
宣
伝
す
る
た
め

に
発
行
す
る
新
聞
・
雑
誌

8

　綿
毛
状
の
ま
ま
で
詰
め
物
や
衛
生
材
料

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
も
の
の
総
称

9

　薄
く
の
ば
し
た
金
属
の
板

10

　カ
モ
目
カ
モ
科
の
鳥
の
う
ち
、
ハ
ク
チ

ョ
ウ
類
を
除
い
た
大
形
の
も
の
の
総
称

11

　ま
す
こ
と
。
ふ
え
る
こ
と

12

　軽
く
考
え
て
、
そ
の
価
値
や
影
響
力
を

認
め
な
い
こ
と

14

　物
の
表
面
か
ら
出
る
し
っ
と
り
と
し
た
光

15

　活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
て
勢
い
の
よ
い
さ
ま 

18

　開
会
に
あ
た
っ
て
行
う
儀
式

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　38
人

・
正
解
者
数

　38
人

・
当 

選 

者

　三
木
る
み 

（
広
島
市
）



「仲良く元気でいてね」

「笑顔の素敵な女の子になってね」

広報によど川
平成27年1月1日発行（No.114）

2015

月号1

かまくら  　さ  え

平成25年12月30日生
保護者/和幸・千越

鎌倉　彩笑ちゃん（西条）

かたおか 　こ  と

平成26年2月7日生
保護者/久直・あかり

　岡　来都ちゃん（寺村）

はじめまして ・  　 ・   　・

特
集

　仁
淀
川
町
の
年
男・年
女
に
抱
負
を
聞
く

高
知
県
少
年
柔
道
大
会

　谷
脇
弦
起
君
が
連
覇
達
成

守
り
続
け
た
い
伝
統

　各
地
で
神
楽
奉
納

長
山
孝
雄
さ
ん「
瑞
宝
単
光
章
」受
章


